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マウスにおける多包虫感染初期の組織発生
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　多包虫の組織発生に関する形態学的研究は多数あるユー6）．
しかし，その感染初期，それも単房化以前について記載し
た報告となるとただ一報を数えるだけである．すなわち，
Ohbayashi　6’αZ．4）がアメリカハタネズミル∫ゴozo’πsρ6％π一
釧1槻η勧sに対する多包条虫卵の感染実験のなかで，その
24時聞後の肝臓に直径15～17μmの球状で，内腔をまだ
形成していない多包虫を観察している．そこで，このOh－
bayashi　6’α1．の報告を参考にして，多包虫の感染初期の
組織発生をより立体的に把握するために，多雨条虫卵をマ
ウスに投与し，その24時聞後の肝臓について連続組織切
片標本を作成し，光学顕微鏡（光顕）観察を行った．
方 法
　多包虫は北海道東部で捕獲したエゾヤチネズミに寄生し
ていたものを，コトンラットを用いて実験室内で継代維持
していた．多血条虫卵は，この多包虫原頭節を経口投与に
より感染させたイヌの新鮮糞便から物理的に回収した．こ
の虫卵を，投与数が10，000個になるように抗生物質添加
滅菌生理食塩水に懸濁・調製し，マウス（BALB／C，雄，
10週齢，1匹）の胃内に経ロゾンデを用いて投与した．
投与24時間後に，このマウス肝臓を摘出し，常法に従い
10％ホルマリン液固定，パラフィン包埋，ヘマトキシリ
ン・エオジン（HE）染色を施した厚さ5μmの連続組織
切片標本120枚を作成し鏡検した．
結果及び考察
　120枚の切片標本中に13個の多包虫を観察した．この
うち6個は，連続した組織の前後関係を照らし合わせた結
果，同一虫体が2分割されたと見なせたことから，多包虫
10個体を観察したことになる．これらは直径10～12μm
の類円形を呈し，直径6～8μmの不整円形を示す胚細胞
とそれを量状に取り囲む幅約2μm，無染性かつ無構造の
層から成っていた．このうち胚細胞は類円形ないし楕円形
の小型の核1～3個とエオジン弱染性の疎な細胞質を持ち，
核が複数個のものでも細胞境界を示さなかった．核の大部
分は明瞭な大型の核小体を1個有していたが，それを持た
ずクロマチンに富むものも少数存在した．この両者は顕微
鏡の焦点距離を調整するか，あるいは連続切片標本の前後
関係を照らし合わせることで，それらが一体であり，切断
面による像の違いを反映しているとみなせた．ちなみに，
観察された多包虫は核1個が2個体，核2個が3個体，そ
して核3個が5個体であった．なお，いずれの多包虫にも
変性，壊死過程を示す胚細胞やその遺残物質はなかった．
これら多包虫の周囲には好酸球，大食細胞，異物多核巨細
胞が軽度浸潤し，洞様血管内皮細胞の活性化を伴いながら，
小葉内性に微小巣を作っていた．また，これら病巣のなか
には，その近傍で少数の肝細胞が，個在性に，不全壊死に
陥っているものもあった（図）．
　Swiderski7）は単包条虫卵についての詳細な光顕ならび
に電子顕微鏡（電顕）検索に基づき，後極に10個の胚細
胞を持つ六鉤幼虫像を報告した．さらに，この単包条虫卵
と，同じく包条虫を代表する多包条虫卵との問には，光顕
はもとより電顕でも形態上の違いが見いだされていないこ
とから，彼の報告した六鉤幼虫像は包条虫に共通するモデ
ルとして受け入れられている8）．すなわち，これら包条虫
卵（六鉤幼虫）は中問宿主の好適部位に到達すると，包虫
の形成へと向かう六鉤幼虫後発育（post－oncospheral
development）へと進行し，この際，六鉤幼虫の後極に存
在する胚細胞10個が初代胚細胞となってその後の分裂増
殖に寄与すると考えられている8）．今回，多包条虫卵を
BALB／Cマウスに感染させ，その24時間後の肝臓の連続
組織切片標本について鏡検したところ，多包虫10個体を
観察することができた．これら多包虫の組織発生は，Oh－
bayashi　4α1．がアメリカハタネズミで観察したものと同
じように，単房化する前の初期段階にあった．しかも，こ
れら多包虫胚細胞が保持する核数は最大3個であり，単個
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性のものも2個体存在した．このことは，Swiderskiの報
告にある六鉤幼虫の胚細胞10個がどのような経過をた
どってここまで減少したのか，あるいは，そもそも母細胞
になる能力を備えた初代胚細胞はもっと少数ではないのか
という問題を提起する．今回観察した多包虫には変性，壊
死した胚細胞やその遺残物質のいずれも存在しなかったこ
と，ならびに，Swiderskiが報告した六鉤幼虫胚細胞には
個々に明瞭な細胞質膜が描かれているのに対し，ここに観
察した胚細胞の細胞質が核を複数個持つものでもその境界
を示さず合胞体を思わせたことは，これら多包虫それぞれ
の初代胚細胞が3個以下であった可能性を示唆している．
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